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余
熱
あ
り
』（
光
文
社
、
一
九
八
九
年
）
は
、
何
人
か
の

老
後
の
生
き
方
を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
が
、

七
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
陸
別
町
に
移
住
し
、
北
海
道
開
拓

に
尽
力
し
た
関
寛
斎
を
メ
イ
ン
に
余
熱
ぶ
り
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
城
山
は
、
寛
斎
の
生
涯
を
春
夏
秋
冬

の
四
季
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
の
割
り

に
は
か
な
り
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

小
説
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
、
乾
浩
の
『
斗
満
の
河
－
関

寛
斎
伝
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
八
年
）
や
、
高
田

郁
の
『
あ
い 

永
遠
に
在
り
』（
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇

一
三
年
）
が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
関
寛
斎
の
妻
を
主
人
公

と
し
た
作
品
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
陸
別
町
の
町
史
編
さ
ん
室
は
一
九
九
一
年

に
、『
原
野
を
拓
く 

関
寛 

開
拓
の
理
想
と
そ
の
背
景
』（
陸

別
町
郷
土
叢
書
第
一
巻
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。「
第
一

節　

関
寛
斎
の
医
療
活
動
」
は
、順
天
堂
大
学
助
教
授
（
当

時
）
の
酒
井
シ
ズ
先
生
が
書
い
て
い
ま
す
が
、「
第
二
節　

徳
島
で
の
北
海
道
開
拓
構
想
」、「
第
三
節　

北
海
道
開
拓

の
試
練
」
は
、
編
さ
ん
室
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
本
の
タ
イ

ト
ル
に
も
あ
る
と
お
り
、関
寛
斎
は
四
〇
歳
の
と
き
に「
関

は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
は
、
蝦
夷
地
が
北
海
道
に
改
称
さ
れ
た
一

八
六
九
年
か
ら
数
え
て
、
一
五
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。

　

本
日
は
、
元
々
は
本
州
出
身
の
医
師
で
あ
り
な
が
ら
、

明
治
期
（
一
九
〇
二
年
）
に
北
海
道
の
陸
別
町
に
七
二
歳

と
い
う
高
齢
で
移
住
し
、
人
生
の
最
後
の
一
〇
年
を
開
拓

者
と
し
て
生
き
た
、関せ

き
か
ん
さ
い

寛
斎
（
一
八
三
〇
～
一
九
一
二
年
）

の
足
跡
を
辿
り
、
そ
れ
を
通
し
て
見
え
て
く
る
北
海
道
の

近
代
史
の
一
断
面
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
に
初
め
て
陸
別
町
を
訪
れ
、
そ
の
際
、

町
内
の
道
の
駅
の
中
に
「
関
寛
斎
資
料
館
」
を
見
つ
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
関
寛
斎
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
て
以
降
、

そ
の
生
き
方
に
深
く
興
味
を
持
ち
、
何
度
か
同
資
料
館
に

足
を
運
ぶ
と
と
も
に
、
大
学
や
市
の
図
書
館
な
ど
で
関
係

す
る
文
献
や
資
料
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
私
が
こ
の
二
年
ほ
ど
の
間
に
読
ん

で
き
た
関
寛
斎
の
関
連
文
献
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
研
究
書
よ
り
も
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
集
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
徳と

く
と
み
ろ
か

冨
蘆
花
（
一
八
六
八
～
一
九
二
七
年
）
に
よ

る
作
品
と
し
て
、『
み
ゝ
ず
の
た
は
ご
と
』（
岩
波
文
庫
版
、

一
九
三
八
年
）
と
、『
順
礼
紀
行
』（
中
公
文
庫
版
、
一
九

八
九
年
）
の
二
冊
が
あ
り
ま
す
。
後
に
述
べ
る
と
お
り
、

寛
斎
は
生
前
、
東
京
の
蘆
花
の
自
宅
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

蘆
花
も
ま
た
陸
別
に
足
を
運
ん
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

司
馬
遼
太
郎
（
一
九
二
三
～
九
六
年
）
に
よ
る
小
説
『
胡

蝶
の
夢
』
は
、
関
寛
斎
が
主
人
公
の
一
人
で
す
。
こ
の
作

品
は
、
一
九
七
六
～
七
九
年
に
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

も
の
で
、
一
九
八
三
年
に
新
潮
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
司
馬
に
よ
る
『
街
道
を
ゆ
く
（
15
）
北
海
道
の

諸
道
』
は
、『
週
刊
朝
日
』（
一
九
七
九
年
一
月
～
七
月
）

に
連
載
さ
れ
た
記
事
を
基
に
、
単
行
本
が
一
九
八
一
年
に

朝
日
新
聞
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
の

取
材
の
旅
（
一
九
七
八
年
）
で
、
当
時
『
胡
蝶
の
夢
』
連

載
中
で
あ
っ
た
司
馬
は
陸
別
町
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

城
山
三
郎
（
一
九
二
七
～
二
〇
〇
七
年
）
の
『
人
生 

関
寛
斎
の
足
跡
か
ら
見
え
る
明
治
の
北
海
道　

竹　

中　

英　

泰

北
海
道
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
第
１
回
学
習
会
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寛
（
せ
き
ゆ
た
か
）」
に
改
名
し
て
い
ま
す
が
、
本
日
は

関
寛
斎
に
統
一
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．
来
道
前
の
関
寛
斎
の
足
跡

　

ま
ず
、
関
寛
斎
の
生
い
立
ち
と
、
来
道
前
の
本
州
で
の

医
者
と
し
て
の
活
動
や
実
績
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

　

⑴　

出
生
・
幼
少
期

　

寛
斎
は
一
八
三
〇
（
天
保
元
）
年
に
、上
総
国
東
中
（
現
・

千
葉
県
東
金
市
）
に
、
農
家
で
あ
る
吉
井
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
実
父
は
吉
井
左
兵
衛
、実
母
は
幸
子
。

幼
名
は
豊
田
郎
と
い
い
ま
し
た
。

　

寛
斎
は
一
三
歳
の
と
き
に
関
俊
輔
・
年
子
夫
妻
の
養
子

に
な
っ
て
い
ま
す
。
寛
斎
は
二
歳
の
と
き
に
実
母
と
死
別

し
、
し
ば
ら
く
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
後
、
実
母
の
姉
で
、

伯
母
に
当
た
る
年
子
の
と
こ
ろ
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

養
父
の
関
俊
輔
は
儒
学
者
で
、
私
学
塾
「
製
錦
堂
」
を

開
設
し
、
近
所
の
子
弟
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

寛
斎
も
幼
少
期
か
ら
こ
の
塾
に
学
び
、
父
の
も
と
で
社
会

貢
献
の
生
き
方
・
思
想
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

⑵　

佐
倉
順
天
堂
へ
の
入
塾

　

寛
斎
は
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
、
一
八
歳
の
と
き
に

佐
倉
順
天
堂
（
現
・
千
葉
県
佐
倉
市
）
に
入
塾
し
、
こ
こ

で
五
年
間
、
創
設
者
の
佐
藤
泰
然
の
門
下
生
と
し
て
オ
ラ

ン
ダ
医
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

佐
倉
順
天
堂
は
、
名
前
の
と
お
り
現
在
の
順
天
堂
大
学

の
前
身
で
、
一
八
三
九
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
設
者

は
、
前
述
の
と
お
り
、
蘭
方
医
の
佐さ

と
う
た
い
ぜ
ん

藤
泰
然
で
す
。
長
崎

で
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ん
で
江
戸
に
戻
っ
た
泰
然
は
、
ま

ず
一
八
三
九
年
に
江
戸
（
両
国
薬
研
堀
）
に
「
和
田
塾
」

を
開
設
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
佐
倉
藩
主
の
堀ほ

っ
た
ま
さ
よ
し

田
正
睦

に
招
聘
さ
れ
て
佐
倉
に
移
り
、
一
八
四
三
年
に
こ
の
地
に

佐
倉
順
天
堂
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
泰
然
の
一
門
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
医
師
が
巣
立
っ

て
い
ま
す
が
、泰
然
は
実
の
次
男
を
養
子
に
出
す
一
方
で
、

優
れ
た
弟
子
の
一
人
を
養
子
に
迎
え
て
い
ま
す
。
前
者
が
後

に
大
日
本
帝
国
陸
軍
初
代
軍
医
総
監
に
就
く
松

ま
つ
も
と
り
ょ
う
じ
ゅ
ん

本
良
順
、

後
者
が
後
に
順
天
堂
医
院
の
初
代
院
長
に
な
る
佐さ

と
う
た
か
な
か

藤
尚
中

で
す
。
ま
た
、
泰
然
の
実
の
五
男
も
林
洞
海
（
江
戸
幕
府

御
典
医
）
の
養
子
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
五
男
は

明
治
期
に
外
務
大
臣
・
逓
信
大
臣
を
務
め
る
林

は
や
し
た
だ
す
董
で
す
。

　

佐
倉
順
天
堂
は
、「
西
の
適
塾
、
東
の
佐
倉
順
天
堂
」

と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
蘭
方
医
を
育
て
ま
す
。
関
寛
斎

自
身
は
佐
倉
順
天
堂
に
五
年
間
学
び
ま
す
が
、
生
活
は
貧

し
か
っ
た
た
め
、
塾
で
の
下
働
き
も
し
な
が
ら
苦
学
し
ま

し
た
。

　

⑶　

銚
子
で
開
業
、
濱
口
梧
陵
と
の
出
会
い

　

佐
倉
順
天
堂
で
五
年
間
学
ん
だ
後
、
寛
斎
は
一
八
五
二

（
嘉
永
五
）
年
、
二
二
歳
の
と
き
に
郷
里
に
戻
り
、
千
葉

県
山
辺
郡
前
之
内
村
（
現
・
千
葉
県
東
金
市
）
に
私
設
の

医
院
を
仮
開
業
し
ま
す
。
こ
の
頃
に
君
塚
あ
い
と
結
婚
も

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
で
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
知

名
度
も
低
く
、
繁
盛
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
寛
斎
は
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
、
二
六
歳

の
と
き
に
、
銚
子
町
（
旧
荒
野
村
、
現
・
千
葉
県
銚
子
市
）

に
移
り
、
あ
ら
た
め
て
医
院
を
開
業
し
ま
す
。
銚
子
に
は

元
々
、
佐
倉
順
天
堂
の
門
下
生
が
開
業
し
た
医
院
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
空
い
た
た
め
で
す
。
銚
子
の
医
院

は
繁
盛
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
銚
子
時
代
に
、寛
斎
は
濱は

ま
ぐ
ち
ご
り
ょ
う

口
梧
陵
の
知
遇
を
得
て
、

指
導
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
梧
陵
は
醤
油
醸
造
業
者
の

濱
口
儀
兵
衛
家
、
現
・
ヤ
マ
サ
醤
油
の
第
七
代
目
の
当
主

で
す
。
梧
陵
は
現
在
の
和
歌
山
県
の
出
身
で
、
後
に
和
歌

山
県
議
会
の
初
代
議
長
も
務
め
ま
す
が
、
優
れ
た
人
格
者

で
あ
り
、
多
く
の
社
会
貢
献
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

梧
陵
の
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、「
稲
む
ら
の
火
」

と
い
う
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。安
政
南
海
地
震（
一

八
五
四
年
一
二
月
二
四
日
）
の
際
、
高
台
に
あ
る
自
宅
か

ら
津
波
の
襲
来
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
近
隣
の
集
落
の
人

た
ち
を
救
う
た
め
に
、
秋
に
自
ら
の
水
田
で
収
穫
し
た
稲

わ
ら
に
火
を
付
け
、
こ
れ
を
避
難
路
を
示
す
灯
り
と
し
て

多
く
の
人
々
を
高
台
の
神
社
へ
誘
導
し
、
津
波
災
害
か
ら

救
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。こ
の
物
語
は
小
泉
八
雲
の『
生

け
る
神
（A

 L
ivin

g G
o
d

）』（
一
八
九
六
年
）
の
中
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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⑷　

江
戸
で
コ
レ
ラ
予
防
研
究
、
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
入
門

　

濱
口
梧
陵
と
知
り
合
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
指
導
援

助
の
も
と
、
寛
斎
は
さ
ら
な
る
自
己
研
鑽
に
励
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
、梧
陵
の
勧
め
に
応
じ
、

江
戸
で
林
洞
海
（
前
出
、
五
男
の
養
父
）
ら
の
指
導
の
も

と
、
コ
レ
ラ
予
防
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
は
、長
崎
に
来
日
（
一

八
五
七
年
八
月
来
日
）
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
ポ
ン

ペ
（Jo

h
an

n
es L

ijd
iu

s C
ath

arin
u
s P

o
m

p
e van

 

M
eerd

ervo
o
rt

）
の
も
と
で
学
ぶ
気
は
な
い
か
と
梧
陵

に
声
を
か
け
ら
れ
、
三
〇
歳
の
寛
斎
は
長
崎
へ
向
か
い
ま

す
。
長
崎
に
到
着
し
た
寛
斎
は
ポ
ン
ペ
の
伝
習
所
に
入
門

し
、
こ
こ
で
学
ぶ
傍
ら
、
医
療
に
も
従
事
し
な
が
ら
、
主

に
訳
書
管
理
を
担
当
し
、司し

ば
り
ょ
う
か
い

馬
凌
海
と
と
も
に
、『
七
新
薬
』

と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
書
物
の
訳
書
の
発
刊
（
一
八
六

一
年
）
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
寛
斎
に
と
っ
て
こ
の
長
崎

留
学
は
、
西
洋
医
学
に
直
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

  

ポ
ン
ペ
は
、
貧
し
い
者
に
は
無
料
で
診
察
し
、
武
士
、

町
人
、
日
本
人
、
西
洋
人
の
区
別
は
一
切
し
な
い
と
い
う

態
度
で
患
者
を
診
た
と
の
こ
と
で
す
。
長
崎
大
学
医
学
部

に
、「
医
師
は
自
ら
の
天
職
を
よ
く
承
知
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
ひ
と
た
び
こ
の
職
務
を
選
ん
だ
以
上
、
も
は

や
医
師
は
自
分
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
病
め
る
人
の
も

の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
好
ま
ぬ
な
ら
、
他
の
職
業
を
選

ぶ
が
よ
い
」
と
い
う
ポ
ン
ペ
の
教
え
を
刻
ん
だ
銘
板
が
あ

り
ま
す
。
彼
は
長
崎
で
、
そ
う
い
う
倫
理
観
を
も
っ
て
、

日
本
の
弟
子
た
ち
を
指
導
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

寛
斎
は
長
崎
留
学
を
一
年
ほ
ど
で
切
り
上
げ
、
一
八
六

二
（
文
久
二
）
年
一
月
に
長
崎
を
発
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
長
崎
で
寛
斎
自
身
が
診
察
し
た
患
者
の
中
に
、

徳と
く
と
み
か
ず
た
か

富
一
敬
・
久
子
夫
妻
が
い
ま
し
た
。
夫
妻
は
こ
の
時
は

ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
徳
冨
蘇そ

ほ
う峰

・
蘆ろ

花か

兄
弟
の
父
母
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
寛
斎
は
こ
の
事
実
を
後
に
蘆
花
の
口
か

ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

⑸　

徳
島
藩
の
藩
医
に
就
任

　

長
崎
で
一
年
学
ん
だ
後
、
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
四

月
に
銚
子
に
戻
っ
た
寛
斎
は
、
程
な
く
佐
倉
順
天
堂
の
先

輩
（
須
田
泰
嶺
）
か
ら
、
徳
島
藩
の
藩
医
に
な
ら
な
い
か

と
い
う
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
諾
し
、
同
年

一
二
月
に
徳
島
藩
主
・
蜂は

ち
す
か
な
り
ひ
ろ

須
賀
斉
裕
の
国
詰
侍
医
に
着
任

し
ま
す
。
翌
年
一
月
に
江
戸
を
発
ち
、
五
月
か
ら
徳
島
城

へ
の
出
勤
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
四
月
、
銚
子
か
ら
徳
島
へ
船
便

で
送
っ
た
貴
重
な
資
料
の
す
べ
て
が
、
船
の
沈
没
に
よ
り
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
財
道
具
も
す
べ
て
失
っ
た
の
で
、
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
濱
口

梧
陵
が
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。
同
年
五

月
に
徳
島
の
住
居
を
定
め
、
移
住
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　

⑹　

戊
辰
戦
争
で
の
活
動
と
功
績

　

寛
斎
が
徳
島
に
移
住
し
て
か
ら
約
四
年
後
、
一
八
六
八

（
慶
応
四
）
年
一
月
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
し
、

明
治
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
内
戦
、
戊
辰
戦
争
が
始
ま

り
ま
す
。

　

寛
斎
は
同
年
二
月
に
徳
島
か
ら
上
京
し
、
五
月
の
上
野

戦
争
（
上
野
彰
義
隊
の
変
）
の
と
き
に
は
、
神
田
の
講
武

所
で
負
傷
者
の
治
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

六
月
に
は
大
総
督
府
よ
り
奥
羽
出
張
病
院
の
頭
取
を
命

じ
ら
れ
、
平
潟
（
現
・
茨
城
県
北
茨
城
市
）
に
奥
羽
出
張

病
院
を
開
設
し
、
こ
れ
以
降
、
小
名
浜
、
平
（
い
ず
れ
も

現
・
茨
城
県
い
わ
き
市
）
と
同
病
院
を
移
転
さ
せ
ま
し
た
。

江
戸
改
め
東
京
に
戻
る
の
は
同
年
一
一
月
の
こ
と
で
す
。

　

年
が
明
け
て
、
蝦
夷
地
が
北
海
道
に
改
称
さ
れ
る
一
八

六
九
（
明
治
二
）
年
の
八
月
、
寛
斎
は
太
政
官
か
ら
戊
辰

戦
争
で
の
功
績
へ
の
報
奨
と
し
て
一
〇
〇
両
を
贈
ら
れ
、

さ
ら
に
新
政
府
か
ら
東
京
に
残
る
よ
う
言
わ
れ
た
り
も
し

た
よ
う
で
す
が
、
九
月
に
は
徳
島
へ
と
戻
り
、
徳
島
藩
病

院
を
開
設
し
、
病
院
長
の
職
に
就
き
ま
し
た
。

　

⑺　

町
医
者
へ
の
転
向
と
定
着

　

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
、四
〇
歳
に
な
っ
た
寛
斎
は
、

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、「
関
寛
」
に
改
名
し
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
寛
斎
は
、
徳
島
藩
病
院
の
病
院
長
な
ど
を
務

め
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
期
へ
の
移
行
後
、
新
政
府
の
役

人
と
現
場
の
医
師
と
の
間
の
関
係
が
上
手
く
行
か
ず
、
医
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寛
斎
は
、
三
〇
年
続
け
て
き
た
徳
島
で
の
町
医
者
と
し
て

の
活
動
に
終
止
符
を
う
ち
、
妻
あ
い
、
八
男
の
五
郎
ら
と

と
も
に
徳
島
を
出
発
し
、
北
海
道
開
拓
に
向
か
い
ま
す
。

　

同
年
五
月
、
北
海
道
に
渡
っ
た
寛
斎
は
、
ま
ず
札
幌

区
（
現
・
中
央
区
山
鼻
）
に
あ
る
又
一
の
自
宅
に
寄
り
、

斗
満
原
野
の
貸
付
地
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
陸
別
町
に
向

か
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
年
八
月
五
日

に
札
幌
を
発
ち
、
五
日
後
に
斗
満
に
到
着
。
現
在
の
新
得

の
あ
た
り
ま
で
鉄
道
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
清
水
や
本
別

の
駅
逓
所
な
ど
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
目
的
地
ま
で
歩
い
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。
同
行
者
に
は
、六
男
の
餘
作
の
ほ
か
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　

又
一
は
、
寛
斎
よ
り
一
年
早
く
陸
別
に
来
て
お
り
、
父

の
た
め
に
斗
満
に
私
設
の
駅
逓
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

駅
逓
所
と
は
、
明
治
～
昭
和
初
期
の
北
海
道
だ
け
に
つ
く

ら
れ
た
交
通
補
助
施
設
で
、
宿
所
、
馬
の
交
換
、
郵
便
業

務
な
ど
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
斗
満
の
私
設
駅
逓

所
は
、
一
部
を
寛
斎
の
居
室
と
し
、
翌
年
に
は
こ
こ
に
診

療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
降
、
北
海
道
開
拓
に
本
格
的
に
従
事
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
開
拓
初
期
は
、
北
海
道
の
厳
し
い
冬
の
大

雪
や
寒
さ
、
疫
病
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
農
場
経
営
の
基

幹
に
据
え
て
い
た
馬
が
大
量
に
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
相

当
の
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
不
退
転
の
意

思
で
こ
れ
を
乗
り
切
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

妻
の
あ
い
は
、
高
齢
と
長
旅
で
体
調
を
崩
し
、
斗
満
に

は
同
行
せ
ず
、
五
郎
と
と
も
に
札
幌
に
留
ま
り
、
北
海
道

に
来
て
二
年
後
の
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
札
幌
で

師
に
対
す
る
待
遇
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
も
相
俟
っ
て
、

一
つ
の
事
件
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。「
開
校
式
胴
上
げ
事

件
」（
一
八
七
一
年
一
月
二
八
日
）
で
す
。
開
校
式
で
役

人
を
胴
上
げ
し
、
故
意
に
地
面
に
落
と
し
た
と
い
う
事
件

で
、
こ
れ
に
よ
り
寛
斎
は
一
〇
〇
日
間
の
謹
慎
処
分
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

寛
斎
は
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
徳
島
で

は
評
判
を
落
と
し
ま
し
た
が
、
東
京
で
は
依
然
高
い
評
価

を
得
て
い
た
の
で
、
一
八
七
一
年
一
二
月
か
ら
東
京
の
海

軍
省
に
出
仕
し
、海
軍
病
院
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
わ
ば
宮
仕
え
に
は
や
は
り
馴
染
め
な
か
っ
た

の
か
、
翌
年
（
一
八
七
二
年
）
一
月
、
わ
ず
か
一
カ
月
で

同
病
院
を
辞
職
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

程
な
く
、
長
崎
時
代
に
『
七
新
薬
』
の
翻
訳
に
共
に
関

わ
っ
た
司
馬
凌
海
の
勧
め
に
応
じ
、
梅
毒
対
策
の
実
践
を

交
換
条
件
と
し
て
、
同
年
三
月
、
甲
府
山
梨
県
病
院
の
病

院
長
に
一
年
限
定
で
就
任
し
ま
す
。
こ
の
職
も
当
初
の
予

定
通
り
一
年
で
辞
職
し
、
一
八
七
三
年
五
月
に
再
び
徳
島

に
戻
り
ま
し
た
。

　

徳
島
に
戻
る
と
、
同
年
七
月
に
住
吉
島
村
（
現
・
徳
島

市
）
で
開
業
し
、さ
ら
に
九
月
に
は
禄
籍
と
も
に
奉
還
し
、

四
三
歳
に
し
て
一
平
民
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
降
、
寛
斎
は
約
三
〇
年
に
わ
た
り
、
徳
島
で
一

人
の
町
医
者
と
し
て
医
療
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
か
つ
て
指
導
を
受
け
た
ポ
ン
ペ
の
教
え
に
従
っ
て

か
、
貧
し
い
者
は
無
料
で
診
察
す
る
な
ど
、
地
元
で
の
評

判
は
大
変
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

２
．
関
寛
斎
に
よ
る
陸
別
開
拓
の
推
移

　

⑴　

四
男
・
又
一
の
札
幌
農
学
校
入
学
と
樽
川
実
験
農

　
　

場
の
取
得

　

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
寛
斎
の
四
男
で
あ
る
又

一
が
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
ま
す
。寛
斎
は
こ
れ
を
機
に
、

樽
川
（
現
・
石
狩
市
）
に
実
験
農
場
（
三
年
以
内
成
墾
で

無
償
貸
与
）
を
取
得
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
又

一
は
札
幌
農
学
校
へ
の
入
学
後
、
実
際
に
こ
の
樽
川
の
実

験
農
場
を
徳
島
の
関
係
者
ら
と
と
も
に
経
営
し
て
い
ま
し

た
（
陸
別
入
植
後
譲
渡
）。

　

こ
の
頃
か
ら
、
寛
斎
自
身
も
北
海
道
開
拓
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
は
初
め

て
来
道
し
、
樽
川
農
場
の
視
察
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

二
年
後
（
一
八
九
八
年
七
月
）
に
も
再
び
北
海
道
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

又
一
は
一
九
〇
〇
～
〇
一
（
明
治
三
三
～
三
四
）
年
の

十
勝
（
シ
ポ
ポ
ロ
、
陸
別
）
調
査
の
実
施
、
斗
満
原
野
・

上
利
別
（
現
・
陸
別
町
）
一
〇
一
一
㌶
の
貸
付
許
可
（
一

九
〇
一
年
五
月
）
を
経
て
、
卒
業
論
文
「
十
勝
国
牧
場
設

計
」
を
発
表
し
、
実
際
に
斗
満
原
野
で
の
農
場
経
営
に
踏

み
出
し
て
い
き
ま
す
。
右
記
の
土
地
の
貸
付
申
請
は
、
又

一
と
寛
斎
の
名
義
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

⑵　

斗
満
（
陸
別
）
で
の
開
拓
の
始
ま
り

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
四
月
一
四
日
、
七
二
歳
の
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T
o
lsto

y

）
に
傾
倒
し
、
そ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
農
地

解
放
の
思
想
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
こ
と
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
蘆
花
に
よ
る
『
順
礼
紀
行
』（
一
九
〇
六
年
）
と

い
う
作
品
は
、
ロ
シ
ア
に
ト
ル
ス
ト
イ
を
訪
ね
た
旅
の
こ

と
を
書
い
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
本
を
寛
斎
は
読
ん
で
い

ま
し
た
。
蘆
花
を
訪
ね
た
寛
斎
は
、
こ
の
三
〇
歳
ほ
ど
も

年
齢
の
若
い
友
人
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
や
人
と
な
り

に
つ
い
て
問
答
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

寛
斎
が
初
め
て
蘆
花
を
訪
ね
て
か
ら
三
年
後
の
一
九
一

〇
（
明
治
四
三
）
年
の
九
月
、
逆
に
蘆
花
と
そ
の
妻
子
が

斗
満
の
農
場
を
訪
ね
、六
日
間
ほ
ど
滞
在
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
数
日
前
（
一
九
一
〇
年
九
月
二
二
日
）
に
国
鉄
網
走

線
・
池
田
－
陸
別
間
が
開
通
し
て
お
り
、
蘆
花
一
家
は
早

速
こ
れ
を
利
用
し
た
わ
け
で
す
。
自
ら
も
武
蔵
野
に
居
を

移
し
晴
耕
雨
読
の
日
々
を
実
践
し
て
い
た
蘆
花
の
筆
は
、

陸
別
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
寛
斎
を
活
写
し
て
い
ま

す
（
前
掲
『
み
み
ず
の
た
わ
ご
と
』）。

　

⑷　

寛
斎
の
死

　

以
上
で
見
て
き
た
と
お
り
、
関
寛
斎
は
、
一
九
〇
二
～

一
二
（
明
治
三
五
～
明
治
四
五
／
大
正
元
）
年
と
い
う
人

生
最
後
の
一
〇
年
間
、
年
齢
で
は
七
二
歳
か
ら
八
二
歳
ま

で
、
城
山
三
郎
の
表
現
を
借
り
る
と
「
人
生
の
余
熱
」
を

陸
別
で
大
い
に
発
揮
し
た
と
い
う
人
物
で
す
。

　

彼
が
亡
く
な
っ
た
日
は
一
九
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
で

す
。
死
因
は
服
毒
自
殺
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
七
月
三

〇
日
に
明
治
天
皇
が
亡
く
な
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
も
そ
の
二

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

寛
斎
は
妻
の
死
に
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
つ
つ
も
、

同
年
七
月
、豊
頃
に
あ
っ
た
二
宮
尊
親
（
二
宮
尊
徳
の
孫
）

経
営
の
牧
場
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
年
賦
方
式

で
開
墾
地
を
移
住
者
へ
譲
渡
す
る
手
法
を
実
践
し
て
お

り
、
こ
の
視
察
に
よ
っ
て
自
作
農
の
育
成
に
確
信
を
も
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
北
海
道
の
現
状
を
踏
ま

え
、
ア
メ
リ
カ
流
の
大
農
場
経
営
の
手
法
と
は
違
う
道
を

追
求
す
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

⑶　

徳
冨
蘆
花
と
の
親
交

　

寛
斎
は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
当
初
こ
そ
慣
れ

な
い
北
海
道
の
風
土
の
も
と
、
農
場
の
経
営
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
四
～
五
年
も
経
つ
と
経
営
も
軌
道
に
乗
っ
て
き

て
、
生
活
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
冬
期
も
陸

別
か
ら
離
れ
ず
農
場
経
営
に
注
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
頃
か
ら
は
、
冬
は
上
京
し
て
、

佐
藤
泰
然
の
墓
参
、
濱
口
家
や
蜂
須
賀
家
の
訪
問
な
ど
、

方
々
を
訪
ね
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

そ
の
際
、
三
男
の
周
助
の
居
宅
が
拠
点
に
な
り
ま
し
た
。

周
助
は
、又
一
が
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
た
一
八
九
二（
明

治
二
五
）
年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
三
井
物

産
に
就
職
し
て
東
京
に
居
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

  

こ
の
頃
に
訪
ね
た
人
々
の
中
に
、
徳
冨
蘆
花
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
寛
斎
が
初
め
て
蘆
花
を
訪
ね
た
の
は
一
九
〇

七
年
一
一
月
で
す
。
な
ぜ
蘆
花
を
訪
ね
た
か
と
言
え
ば
、

彼
が
ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
（L

ev N
iko

layevich
 

年
前
（
一
九
一
〇
年
一
一
月
二
〇
日
）
に
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
家
族
内
の
ト
ラ
ブ
ル
を

指
摘
す
る
見
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
と
も
思

え
ま
せ
ん
。
私
見
で
は
、
自
ら
の
人
生
に
、
ま
た
、
陸
別

の
開
拓
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
た
と
考
え
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

⑸　

寛
斎
に
対
す
る
後
世
の
評
価

　

寛
斎
に
対
す
る
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
、
以
下
に
二
つ

の
文
献
か
ら
要
点
を
引
用
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○　
『
陸
別
町
史
（
通
史
編
）』（
一
九
九
四
年
）

　
「
寛
の
志
を
受
け
て
、
又
一
が
経
営
方
針
を
樹
て
、
片
山
八
重

蔵
夫
妻
が
農
場
経
営
を
担
当
し
た
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）

こ
の
地
に
没
す
る
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
豊
頃
開
拓
の
二
宮
尊
親

の
経
営
方
針
を
受
け
て
自
作
農
育
成
の
道
を
さ
ぐ
り
、
専
従
し
て

い
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
保
護
を
実
践
、
特
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
思

想
に
共
鳴
し
た
寛
は
、
ロ
シ
ア
の
ト
ル
ス
ト
イ
と
親
交
の
あ
る
徳

冨
蘆
花
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
と
も
に
斗
満
原
野
を
語
ら
い
歩
い

た
。
大
農
場
経
営
か
ら
、
自
作
農
育
成
で
共
存
す
る
酪
農
地
帯
の

開
発
を
目
標
と
し
た
方
針
は
、
幾
多
の
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た

が
、
寛
は
開
拓
民
の
強
い
要
望
を
理
解
し
、
八
二
年
の
生
涯
を
終

え
た
後
も
、
そ
の
理
想
の
地
域
社
会
発
展
を
望
み
つ
つ
、
後
継
者

に
そ
の
実
現
を
強
く
託
し
た
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
入
っ
て
、
広

大
な
関
農
場
用
地
の
解
放
が
進
み
、
当
時
の
西
足
寄
地
内
を
含
め
た

斗
満
原
野
は
、
自
立
開
墾
を
目
指
す
開
拓
民
の
入
地
が
進
み
、
現
在

の
酪
農
地
を
形
成
す
る
先
鞭
の
役
割
を
果
た
し
た
。」（
二
九
八
㌻
）
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後
世
に
伝
え
実
現
の
た
め
に
、
自
ら
が
成
し
う
る
最
短
の
道
を
選

ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。
農
地
解
放
・
自
作
農
家
の
業
績
は
形
と
し
て

残
っ
て
い
く
が
、
住
民
の
伝
え
続
け
ら
れ
る
最
大
の
遺
産
は
関
寛

の
人
間
像
に
あ
る
。
栄
達
の
道
を
さ
け
、
高
齢
を
も
の
と
も
せ
ず

苦
難
の
道
を
選
ん
だ
人
生
で
あ
る
。」（
七
六
㌻
）

　

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）、
又
一
は
子
供
の
教
育
等

の
こ
と
も
あ
っ
て
陸
別
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
関

農
場
の
解
放
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
ま
で
に
終

了
し
ま
す
。

　

陸
別
町
に
お
け
る
寛
斎
へ
の
顕
彰
と
し
て
、
死
去
か
ら

一
〇
年
後
の
一
九
二
二
年
に
は
早
く
も
最
初
の
顕
彰
碑

「
白
里
歌
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
斎
は
若
い
時

か
ら
筆
ま
め
で
、
医
療
関
係
の
メ
モ
等
以
外
に
実
は
た
く

さ
ん
の
短
歌
を
残
し
て
も
い
ま
す
。「
白
里
」
は
九
十
九

里
浜
の
近
く
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
九
二
六
（
大
正
一
四
）
年
に
は
「
関
神
社
」

が
創
建
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
は
「
関
寛

翁
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
寛
斎
の
死
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
を
措
か
ず
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
陸
別
の
人
々
が
寛
斎
に
抱
い
て
い
る
尊

敬
の
念
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

３
．
関
寛
斎
の
北
海
道
開
拓
の
背
景

　

⑴　

多
様
な
移
住
・
移
民

　

明
治
以
降
、
北
海
道
に
は
全
国
か
ら
多
様
な
移
住
者
が

本
格
的
に
渡
っ
て
き
て
、
道
内
各
地
で
開
拓
に
従
事
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
明
治
期
の
北
海
道
へ
の
移
住
者
と
し
て
ま
ず

思
い
つ
く
の
は
屯
田
兵
で
す
。
屯
田
兵
は
一
八
七
四
（
明

治
七
）
年
か
ら
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
ま
で
の
二
五

年
間
に
、
道
内
各
地
の
三
七
の
「
兵
村
」
に
、
七
三
三
七

戸
、
約
四
万
人
が
入
り
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
廃
藩
置
県
（
一
八
七
一
年
七
月
）
の
前
後
に

進
め
ら
れ
た
、
分
領
支
配
に
か
か
る
元
士
族
の
移
住
が
あ

り
ま
す
。
戊
辰
戦
争
で
旧
幕
府
軍
に
つ
い
た
諸
藩
の
主
と

そ
の
従
者
・
家
族
が
中
心
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
伊

達
邦
成
ら
亘
理
伊
達
家
の
関
係
者
が
移
住
し
た
伊
達
市

（
一
八
七
〇
年
～
）、
伊
達
邦
直
ら
岩
出
山
伊
達
家
の
関
係

者
が
移
住
し
た
当
別
町
（
一
八
七
一
年
～
）、
稲
田
邦
植

ら
が
開
拓
を
命
じ
ら
れ
た
旧
静
内
町
（
一
八
七
三
年
～
）

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
民
間
の
団
体
移
住
と
し
て
、
依
田
勉
三
ら
晩

成
社
に
よ
る
帯
広
の
開
拓
（
一
八
八
三
年
）
や
坂
元
直
寛

ら
北
光
社
に
よ
る
北
見
の
開
拓
（
一
八
九
八
年
～
）
が
特

に
有
名
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
滝
本
五
郎
ら
篠
路
興
産
社
に

よ
る
札
幌
・
篠
路
地
区
の
開
拓
（
一
八
八
三
年
～
）、
大

橋
一
蔵
ら
北
越
殖
民
社
に
よ
る
江
別
の
開
拓
（
一
八
八

六
年
～
）、
武
市
安
哉
ら
聖
園
農
場
に
よ
る
浦
臼
の
開
拓

（
一
八
九
三
年
～
）、
そ
し
て
、
先
ほ
ど
も
若
干
触
れ
た
、

二
宮
尊
親
ら
興
復
社
に
よ
る
豊
頃
の
開
拓
（
一
八
九
七
年

～
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
坂
本
直
寛
（
坂
本
龍
馬
の
甥
）

は
北
見
に
聖
園
農
場
の
前
田
徳
次
を
招
き
、
む
し
ろ
浦
臼

に
移
っ
て
急
逝
し
た
武
市
安
哉
の
後
を
継
ぎ
、
開
拓
・
伝

○　
『
原
野
を
拓
く 

関
寛 

開
拓
の
理
想
と
そ
の
背
景
』（
一
九
九

一
年
）

  

「
明
治
三
五
年
、
関
牧
場
用
地
と
し
て
関
又
一
名
義
に
よ
る
貸
付

地
で
、
つ
い
に
そ
の
開
拓
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
地
域
は
、
昭
和
五

年
を
最
終
年
と
し
て
一
九
三
〇
㌶
の
解
放
が
実
施
さ
れ
た
。（
中
略
）

そ
の
解
放
は
農
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
昭
和
四
年
七
月
一
五
日
の
「
新

淕
時
報
」
は
、「
関
農
場
千
数
百
町
歩
が
い
よ
い
よ
解
放
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
や
い
な
や
二
百
人
近
く
の
申

し
込
み
が
あ
る
由
」
と
報
じ
て
い
る
。（
中
略
）
約
八
〇
戸
が
解
放

を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
利
用
に
よ
り
当
時
の
西
足
寄
村

に
よ
る
転
貸
資
金
は
、初
年
度
一
万
円
以
上
を
支
出
し
た
。（
中
略
）

土
地
台
帳
に
は
、
関
又
一
用
地
と
な
っ
た
土
地
面
積
は
二
一
九
五
㌶

を
確
認
で
き
る
。
と
す
る
と
現
在
の
陸
別
町
内
に
お
け
る
関
農
場
用

地
を
考
察
す
る
と
、
貸
付
許
可
が
決
定
さ
れ
た
面
積
は
四
三
五
八
㌶

が
明
治
三
五
年
か
ら
三
七
年
ま
で
に
貸
し
付
け
さ
れ
て
い
る
が
、（
中

略
）開
拓
の
た
め
の
入
地
は
又
一
が
先
人
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、

確
認
で
き
る
こ
と
は
土
地
台
帳
に
記
さ
れ
た
関
又
一
所
有
面
積
が
明

治
末
に
お
え
ｋ
る
開
墾
成
功
と
確
認
さ
れ
た
面
積
で
あ
り
、
貸
下
げ

か
ら
成
功
面
積
を
差
引
す
る
と
約
二
〇
〇
〇
㌶
が
未
墾
地
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
公
共
用
地
・
鉄
道
用
地
の
寄
付
な
ど
も
確
認
で
き
る

の
で
、
未
墾
の
特
定
地
と
な
っ
た
の
は
一
〇
〇
〇
㌶
を
や
や
上
回
る

面
積
と
な
ろ
う
。」（
七
四
㌻
）

　
「「
関
に
続
け
、関
を
追
い
越
せ
」
が
一
つ
の
目
標
と
も
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
功
績
に
土
地
対
策
が
あ
る
。
大
地
積
の
個
人
所
有
が

開
拓
を
拒
ん
だ
。
い
ち
は
や
く
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
き
農
地
の
共

同
所
有
に
目
を
向
け
た
の
が
寛
で
あ
り
、
熟
慮
の
末
、
我
が
意
を
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⑵  

土
地
処
分
の
進
展
と
ア
イ
ヌ
給
与
地
問
題
の
発
生

  

札
幌
に
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
北
海
道
内
の
土

地
は
全
域
が
国
の
所
有
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
本
州
か

ら
の
移
住
者
の
申
請
で
貸
し
付
け
、
三
年
あ
る
い
は
大
面

積
の
場
合
一
〇
年
開
墾
す
れ
ば
、そ
の
土
地
を
貸
し
下
げ
、

あ
る
い
は
払
い
下
げ
に
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
つ
く
ら

れ
、
そ
の
も
と
で
北
海
道
の
土
地
は
移
住
者
の
も
の
・
民

有
地
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み
は
、
法
律
上

は
、「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」（
一
八
七
二
年
）、「
北
海

道
地
券
発
行
条
例
」（
一
八
七
七
年
）、「
北
海
道
土
地
払

い
下
げ
規
則
」（
一
八
八
六
年
）、「
北
海
道
国
有
未
開
地

処
分
法
」（
一
八
九
七
年
、
一
九
〇
八
年
改
正
）
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

斗
満
原
野
の
関
農
場
は
、
右
記
四
つ
目
の
「
北
海
道
国

有
未
開
地
処
分
法
」
の
も
と
で
貸
し
付
け
ら
れ
た
土
地
を

利
用
し
た
も
の
で
す
。
北
海
道
へ
の
入
植
は
、
道
南
か
ら

始
ま
っ
て
、
札
幌
、
旭
川
方
面
へ
と
広
が
り
、
北
見
や
十

勝
の
道
北
・
道
東
は
最
後
の
段
階
で
し
た
。
つ
ま
り
、
寛

斎
に
よ
る
陸
別
開
拓
は
、
こ
の
最
後
の
段
階
に
進
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
結
果
と
し
て
、
北
海
道
全
体
で
は
雇
用
労

働
力
の
不
足
、
畜
産
物
の
流
通
条
件
の
不
備
、
資
金
の
不

足
な
ど
が
相
俟
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
式
の
大
農
経
営
は
失
敗

し
、
小
作
農
地
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
北
海
道
の
土
地
処
分
が
進
め
ら
れ
る
な
か

で
、
無
権
利
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
の
が
ア
イ
ヌ
の
人
た

ち
で
す
。こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
、例
え
ば
旭
川
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
、「
同
化
政
策
」、「
上
川
ア
イ
ヌ
の
集
住

道
に
尽
力
し
ま
す
。

　

第
四
に
、「
華
族
令
」（
一
八
八
四
年
）
発
布
に
よ
る
爵

位
制
度
が
整
備
さ
れ
る
過
程
で
、
大
面
積
の
華
族
農
場
が

い
く
つ
か
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
例
と
し
て
は
、
雨
竜

の
華
族
組
合
農
場
と
そ
の
後
継
の
蜂
須
賀
農
場
（
一
八
九

〇
年
～
）、
東
鷹
栖
の
松
平
農
場
（
一
八
九
五
年
～
）、
ニ

セ
コ
の
有
島
農
場
（
一
八
九
七
年
～
）
な
ど
で
す
。
こ
の

う
ち
松
平
農
場
や
有
島
農
場
は
終
戦
前
に
農
地
解
放
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
屯
田
兵
以
外
の
北
海
道
へ
の
移
住
者
を
類

型
化
す
る
と
、
概
ね
以
下
の
五
つ
に
整
理
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

①　

殖
民
区
画
に
単
独
で
貸
付
入
植
し
、
成
功
付
与
審

査
を
経
て
自
作
農
に
な
る
。

②  

団
体
で
大
面
積
の
貸
付
入
植
を
し
て
、
付
与
審
査

の
後
、
個
別
の
自
作
農
に
な
る
。

③　

自
作
農
を
目
指
し
て
牧
場
・
農
場
な
ど
の
「
開
き

分
け
方
式
」
の
小
作
農
に
な
る
（
開
墾
し
た
面　
　

積
の
半
分
を
自
作
農
地
と
し
て
登
記
す
る
契
約
で
小

作
と
な
る
）。

④　

農
場
・
牧
場
な
ど
で
大
面
積
所
有
者
の
小
作
農
と

な
る
。

⑤　

演
習
林
・
学
田
地
・
御
料
地
な
ど
の
国
有
地
や
準

国
有
地
の
小
作
農
と
な
る
。

　

関
農
場
の
場
合
は
、
④
で
始
ま
り
、
親
子
の
葛
藤
な
ど

で
揺
れ
動
き
な
が
ら
③
の
方
向
に
収
れ
ん
し
て
い
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

方
針
」、
そ
し
て
「
近
文
給
与
地
問
題
」
に
関
し
て
、
以

下
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
「
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
政
府
は
「
開
拓
使
」
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
呼
び
改
め
、
本
州
な
ど
か
ら
の

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
植
民
策
を
と
り
ま
し
た
。
政
府
は
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
が
利
用
し
て
き
た
土
地
を
国
の
財
産
だ
と
し
た
う
え

で
、
民
間
に
売
り
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
移
住
民
の
急
増
に
伴

い
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
一
挙
に
少
数
者
と
な
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
戸
籍
を
作
成
し
て
日
本
の
国
民
だ
と

し
た
う
え
で
、
民
族
的
な
儀
礼
や
伝
統
的
な
風
習
を
禁
止
し
、
日

本
語
の
使
用
を
強
制
す
る
な
ど
の
同
化
政
策
を
進
め
ま
し
た
。
ま

た
ア
イ
ヌ
民
族
を
「
旧
土
人
」
と
呼
び
、
和
人
と
は
差
別
し
続
け

ま
し
た
。
伝
統
的
な
生
活
を
支
え
て
き
た
川
で
の
サ
ケ
漁
や
シ
カ

猟
も
禁
止
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
開
拓
優
先
の
政
策
の
結
果
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活

が
著
し
く
困
窮
す
る
と
、
政
府
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）

に
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」（
資
料
１
・
略
）
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
農
業
の
た
め
の
土
地
（
一
戸
あ
た
り
一
万
五
千
坪

以
内
）
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
易
及
び
狩
猟
採
集
民
族
で

あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
を
定
着
さ
せ
、
農
民
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
し
た
が
、
初
め
か
ら
農
業
に
向
か
な
い
土
地
を
与
え
ら
れ
た

人
も
多
く
、
ま
た
そ
の
土
地
も
和
人
に
比
べ
狭
い
も
の
で
、
ほ
と

ん
ど
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
保
護
法

に
よ
る
教
育
の
重
要
な
特
徴
は
、
和
人
児
童
と
の
別
学
を
原
則
と

し
、
教
育
内
容
に
も
格
差
を
設
け
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
困
窮
が
開
拓
政
策
そ
の
も
の
の
結
果
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
欠
い
た
保
護
法
は
、
運
用
に
お
い
て
も
法
の
趣
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区
画
施
設
規
程
」

・　

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年　
「
北
海
道
区
制
」、

「
北
海
道
一
級
町
村
制
・
二
旧
町
村
制
」

・　

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年　
「
北
海
道
会
法
」、

「
北
海
道
地
方
費
法
」

　

陸
別
町
の
場
合
、『
陸
別
町
史
』
に
よ
る
と
、
関
寛
斎

が
入
植
し
た
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
年
は
ま
だ
足
寄

郡
の
陸
別
村
の
段
階
で
、
同
郡
の
本
別
村
戸
長
役
場
の
管

轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
陸
別
町
の
開
基
は
一

九
一
九
年
四
月
に
陸
別
村
が
行
政
区
画
と
し
て
分
割
さ

れ
、
そ
の
市
街
地
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
時
点
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
か
ら
み
れ
ば
限
定
的
な
も
の
で
す
が

陸
別
自
治
の
始
ま
り
で
す
。

　

そ
の
後
、「
北
海
道
区
制
」
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
戸
長
役
場
が
全
廃
さ
れ

ま
す
。
こ
の
段
階
で
道
内
は
六
市
、
一
級
町
村
九
九
、
二

級
町
村
一
五
五
と
い
う
体
制
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

道
内
に
三
七
カ
所
を
数
え
た
屯
田
兵
開
拓
の
マ
チ
の
場

合
、
屯
田
兵
制
度
と
北
海
道
二
級
町
村
制
度
の
関
係
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
「
屯
田
兵
制
度
は
「
公
有
財
産
地
」
を
持
っ
て
い
た
こ

と
に
お
い
て
、
小
作
移
民
を
招
来
せ
し
め
、
知
ら
ぬ
う
ち

に
兵
村
を
普
通
町
村
へ
と
近
づ
け
、さ
ら
に
「
屯
田
兵
村
」

が
存
在
す
る
町
村
が
二
級
町
村
に
移
行
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
で
、
兵
村
員
の
意
識
の
上
で

も
一
層
「
屯
田
兵
村
」
か
ら
普
通
集
落
へ
の
脱
皮
が
進
ん

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
屯
田
兵
制
度
は
明
ら
か
に
北
海
道
二

級
町
村
制
度
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。」

（
平
野
友
彦
「
屯
田
兵
村
公
有
財
産
地
に
関
す
る
覚
書
」、

旭
川
市
史
編
集
機
関
誌
『
旭
川
研
究
』
第
一
六
号
所
収
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
）

　

屯
田
兵
村
は
そ
れ
ぞ
れ
が
相
当
の
面
積
の
公
有
財
産
地

を
保
有
し
て
い
ま
し
た
が
、「
屯
田
兵
条
例
」
の
廃
止
（
一

九
〇
四
年
）
後
、
こ
れ
を
譲
渡
・
売
買
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
後
続
者
た
ち
が
こ
れ
を
買
い
取
る

か
た
ち
で
移
住
し
て
き
て
、自
作
農
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
兵
村
の
公
有
財
産
地
の
扱
い
を
め
ぐ
っ

て
議
論
が
生
じ
、
そ
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
、
北
海
道
に

お
け
る
町
村
自
治
の
原
型
の
一
つ
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う

流
れ
が
う
か
が
え
ま
す
。

＜

た
け
な
か　

ひ
で
や
す
・
旭
川
大
学
名
誉
教
授＞

　

本
稿
は
、二
〇
一
九
年
七
月
二
九
日
に
開
催
し
た
、

北
海
道
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
第
一
回
学
習
会
の

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

文
責
・
編
集
部

旨
で
あ
る
「
保
護
」
よ
り
も
開
拓
を
な
お
優
先
し
ま
す
。
上
川
地

区
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
の
開
拓
の
本
格
化
に
伴
い
、
上
川

ア
イ
ヌ
の
集
住
と
い
う
方
針
に
基
づ
く
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
付
与

予
定
地
が
近
文
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
土
地
は
保
護
法

に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九

九
年
）
に
決
定
し
た
陸
軍
第
七
師
団
の
設
置
用
地
と
近
接
し
て
い

た
こ
と
か
ら
す
ぐ
に
利
権
の
対
象
と
さ
れ
、
土
地
の
付
与
が
保
留

さ
れ
続
け
ま
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
激
し
い
抗
議
と
粘
り
強
い
運

動
に
よ
っ
て
、
紆
余
曲
折
の
す
え
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

に
「
旭
川
市
旧
土
人
保
護
地
処
分
法
」（
資
料
２
・
略
）
と
い
う

独
自
の
法
律
が
制
定
さ
れ
、
や
っ
と
わ
ず
か
の
土
地
（
一
戸
あ
た

り
三
千
坪
）
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
保
護
法
の
規
定
を
更
に
下
回
る

差
別
的
な
も
の
で
し
た
が
、
旭
川
の
ア
イ
ヌ
民
族
自
身
の
上
京
し

て
の
陳
情
と
い
う
運
動
に
よ
り
、
わ
ず
か
数
十
戸
を
対
象
と
す
る

法
律
が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
旭
川
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
勇
気
と
行
動
力
を
象
徴
す
る
、
戦

前
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
し

た
。」

　

⑶　

屯
田
兵
村
の
解
体
と
町
村
自
治
の
形
成

　

日
本
の
地
方
制
度
は
明
治
期
に
段
階
的
に
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
す
が
、
本
州
等
で
市
制
町
村
制
（
一
八
八
八
年
）

が
施
行
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
北
海
道
は
本
州
等
と
は
違
う

独
自
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
の
北
海
道
独
自
の
地
方
制
度
と
し
て
、
以
下
の
諸
制
度

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・　

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年　
「
殖
民
地
選
定
及
び


